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【調査目的】

本調査では、小千谷市の事業者の経済動向を業種別、企業規模別に調査し、経営課題等を抽出した。

それを基に小規模事業者に対する経営発達支援の内容を決定し、企業が経営分析や事業計画を策定す

る為の判断材料とすることを目的とした。

【調査方法】

小千谷商工会議所に登録している会員に調査票を郵送し、アンケートをおこなった。

・調査票配布数：916件

・有効サンプル数：633件（返信率：69%）

・回収期間：2016年5月下旬～6月中旬

【要約】

＜経営状況、経済動向＞

・経営者の高齢化が激しく、60代以上が58％にのぼる

・営業年数が5年未満の企業・店舗は、全体の4％にとどまり、50年以上の老舗が

35 ％を占めている

・家族のみで経営している企業・店舗が全体の37％にのぼる

・売上は「1,000万円未満」が28％で一番高く、次いで「1,000万円～3,000万円未満」が

24％となった

・3年前と比較した経営状況は、マイナスと回答した企業が多い

・資金繰りについて融資への興味は低いが、補助金への興味は高い

・全体の27％（173件）で、事業承継の意志がない

＜経営課題＞

・多くの事業所で抱える経営上の課題は、「客数の減少」「後継者教育」

・経営課題に関する取り組みは一部の企業ではあるものの、その数は多いとは言えず、

また、成果も一部の取り組みでしか出ていない

＜今後の課題＞

・経営者の高齢化が進んでおり、課題解決に消極的な事業者が多く、事業承継の意志が弱い

・業種や企業規模によって、経営課題が異なるが、それに合わせた施策がない

β本アンケート結果は簡易版となります。全ての設問の回答結果やクロス分析を載せた詳細版をご覧

いただきたい方は、お手数ですが小千谷商工会議所ＨＰよりダウンロードしてご覧下さい。
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